















理論的一般化への模索 ” i - 5 
第5節高度産業化の影響下κbける都市問題と都市社会学一
学際的．応用的研究の必要性 ・ e ・e ....・ 0 ・ … 1 4 











ウェー パー（ MaxWeber）やジンメル（ Georg Si rnme 1 ）あるいは















の影響下にペアトリス．ポヲター（ Beatrice Potte r一後にSi dney 
Webb と結婚して共同研究を行った）や，ヨークのタウンκがける貧困問題を




































な学界への寄与であった。念かでも広〈知られているのは， 1 9 0 9年κ始ま
るクロッグ（ Paul Kellog）を中心としたピタツパーグ調査（急速な工業化
の下におけるピッツパーグ市の鉄鋼労働者の調査が中心テーマ） . :i:.~ よぴ 1 9 1 4 
























































































































































( C . R • Sh aw and H. D. Mckay ）の研究．特殊友人種関係が，居住地
のセグレグーションKもとづいて発生する事実を明らかKしようとしたドレー
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第二の大き左分野として．成層構造 (stratification structure), 




























上の〔マルクス（ K .Marx）のユニー クな概念も含めて，パレー ト（V • Pa re t o) , 
モスカ（ G .Mosca），ミヒエルス（ R. Mi ch e I s）らの一元的，エリート主謝句































としてのアーパニズム（ urbanim ) Jと称し，都市の典型概念と考えよう
仰とした。その他Kも．レタドフィールト ( R.Redfield ）がメキシコの
村落の研究を通して提出した民俗型コミ品エティ（ folk community) 


























































































































































































































































性格J「伊豆伊浜部落の村落構造J,r人文学報』 15巻， 19 5 5却
との研究は，日本VL$＞いてようや〈大規模念コミ晶ニティの調査研究が開始
され始めた頃の．一つの代表的成果である。









室刊． （ミメオグラフ）． 1 9 5 8. 
樹す英一・大塩俊介編「団地生活と社会圏の形成」東京都立大学社会学研究







9 -ij-, 1 9 5 9 • 
大塩俊介「地域社会としての団地の性格J,f都市問題研究J1 2巻？号．





樹す英一「スラムをめぐる青少年問題J『青少年問題』 7巻6号． 1 9 6 0‘ 






























鈴木二郎「東京の部落J『部落』 14巻1号，部落問題研究所， 1 9 6 2. 
鈴木二郎「市民権を奪う基地の存在J『エコノミスト J4 3巻30号，毎日
新聞社． 1 9 6 5. 
また筆者は． 1 9 5 9年以来東京都青少年問題協議会専門委員としての立
場から．同年K実施した「盛り場にかける青少年の実態J調査以来今日まで，
毎年．東京都の青少年問題K関する実態調査K関与いその報告書は途中で民











編『都市構造と智樹画』東大出版会， 1 9 6 80 
岩井弘融「都市と青少年問題」東京都立大学都市研究会編『都市構造と都市
計画』東大出版会． 1 9 6 8，第E部第5章
とのうち筆者の論文は前節で注記したものであるが．その前κ都市問題をシ
ステム論的考想から理解しようとする意図の提言として発表した．





大塩俊介「都市と生活環境」『住宅問題講座』 7巻．東京． 1 9 6 9. 




念主？とのうち． 1 9 7 0年K着任した倉沢助教授は，着任以前から多〈の都
市社会学に関する研究．調査論文をすでに発表しているが，着任以来，主とし
て地方都市（津山市）の調査研究K従事してbり，その成果の一部は， 19 7 3. 
年 10月の学会で発表された。念b，着任後の研究の進展は次の著書Kみられ
る。
倉沢進・磯村英一． 『日本の都市政策J，鹿島出版会， 1 9 7 30 





第 35巻， 19 7 3 
仕古屋野正伍他編「コミ晶エティの形成と住民J1 9 7 2，区民生活センター








(1) たとえば， W.M.Williams, M.Young, P.Willmott, 
P.Townsend, The Family Life of Old People, London, 
1957 :R.Firth and J.Djamour, Two Studies of 
Kinship in London,London,1956: B.M.Spinley,M.Kerr, 
O.A.Oeser,S.B.Hammond Social Structure and Persona-
lity in a City, London,1954:M.Young and P. Willmott, 
Family and Kinship in East London, London,1957: 
P.Willmott,Adolescent Boys of East London,1966,etc. 
(2) ロンドン大学のグラス教授Kよれば，イギリスの都市計画の推進の背後K
ある伝統的観念は．むしろグッデス（ PatrickGeddes）やマンフォード
( Lewi s Mumford）のようた哲学的ユートピアン，念いし社会改革派
の思弁性であり．ブース以来の伝統はあまり強〈反映されてい念い，またその
よう念観念の主導性が余りにも強いためにかえって客観的念コミ晶エティ社会
学の体系化を遅らせた というととであるが（ RuthGlass, Urban 
Sociology in Great Britain, Current Sociology, 


















(5) Robert S.Lynd and Helen M.Lynd, Middletown, 
New York. 1929 , ~ ~·，その後の変化を再調査した結果Kついては．
Robert S.Lynd and Helen M.Lynd,Middletown in 
Transition.New York,1937. 
(6) W.Lloyd Warner and Paul S.Lunt, The Social 
Life of a Modern Community.New Haven,; 1941 
W.Lloyd Warner and Paul S.Lunt,The Status System of a 
Modern Community,New Haven,1942; W.Lloyd and 
Leo Srole,The Social Systems of American Ethnic 
Groups.New Haven,1945; W.Lloyd Warner and J.O. 






究所． 1 9 6 4 念どの一連の研究）。しかし日本の都市•tc国有念構造原理をー
そう明らかKするととは念:1>-，今後の課題であろう。
(7) Louis Wirth.The Gbetto,Chicago,1928. 
(8) Herbert J.Gans,The Urban Villagers, New 
-26-
York,1962, 
(9) 中村八朗「都市町内会論の再検討J「都市情題」 56ー5 • 1 9 6 s. 
UI≫ R.F.Dore,City Life in Japen,London.1958. 
帥 WilliamF.Whyte,Street Corner Soc主ety,The 
Social Structure of an Italian Slum,Chicago,1943. 
伺 Cliff.ordR.Show and Henry D.Mckay,Juvenile 
Delinquency and Urban Area,Chicago,1942. 
M St.Clair Drake and Horace R.Cayton,Black 
(40) 
Metropolis,Vol.I,New York,1962. 
帥 Arthur J.Vidich and Joseph Bensman.Small Town 
in Mass Society, Princeton, 1958. 
(1$ A.B.Hollingshead,Elmtown's Youth, New York,1949. 
注 40参照
M Floyd Hunter, Community Power Structures, 
Chapel Hill, 1953. 
納この点については， Richard A.Schermerhorn. Society 
and Po we r,New Yo r k, 1 9 6 1 ，を参照。~：：.－－W.D.Hawl ey and 
F.M.Wirt(eds,),The Search for Community Power, 
Englewood Cliffs,1968，は各種の見解を集成している。
M R.A,Dahl,Who Governs?New Haven,1961, 
~ 念h コミ晶エティ tc.t>-ける意志決定過程の問題κついて包括的に論じた
最近の業績としては， TerryN.Clark,(ed,),Community 
Structure and Decision田 Making:Comparative
Analysis.San Francisco,1968，を挙げるζとができる。
帥 P.A.Sorokin and C.C.Zimmermann,Ptinciples of 
Ru r a 1 Ur b an So c i o 1 o g y , New Yo r k , 1 9 2 9 . 
凶 LouisWirth.Urbanism as a Way of Life.Amer. 
-27ー
Jour.Soc,44,1938. 
倒 R.Redfield,Tepoztl~n-A Mexican Village, 
Chicago,1930. 
(23) たとえば， Sylvia F.Fava,Suburbanism as a Way of 
Life,Amer.Soc.Rev,21, 1956. その他との種の論議は多い。
幽たとえば倉沢進，「日本都市社会の発展類型」・『都市問題研究』． 1 9 
-5, 1967 奥田道夫， 「都市にかける住民運動の構造と展開J.r日本労
働協会雑誌』昭和45年4月号， 中村八郎． 『都市コミ晶ニティの社会学』
念どを参照。
125! Oscar Lewis.Life in a Mexican Village:Tep偲uan
Restudied,Urbana, 1951. 
問中村八鳳都市化の諸次元， 『都市コミュニティの社会学』第一章．東京，
1 9 7 3 
i初 Len~ Konig,Grundformen der Gesellschaft: Die 
Gemeinde,Hamburg,1966. 
側 MaxWeber.Die Stadt.Wirtschaft und Gesellschaft, 
Kap.fil,Tubingen,1956.(Vierte Ed,) 
(29) Gideon Sjoberg,The Preindustrial City,Glencoe, 
1 9 6 0. 
(30) W.A.Sutton,Jr.and J.Kolaja,Elements o.f 
Community Action.Social Forces,38,1960;The 
Cencept of Community.Rural Sociology,25,1960. 
聞大塩俊介． 「社会体系としての大都市の構造と機能J東京都立大学都市研
究会編『都市構造と都市計画』東京， 1 9 6 8. 





成や研究動向を集録した， G.M.Taher(ed,¥University Urban 
Research Centers ,sec.ed. ,1971-1972,Washington 




の引府は，最五急増しているが， しかしたとえば一例を挙げれば， MI Tの， 
研究チームκよる．いわゆるSCE Pリポー ト（ Mans Impact of the 
Global Environment-Report on the Study ef 






00 たとえば， H.J.Gans,People and Plans:Essays on 
Urban Problems and Solut.ions,New York,1972, 
側たとえば Department of the Environment.People 
and Planning-Report of the Committee of Public 
Participation in Planning,London,1969, 
間たとえば， Maurice Broady,Planning for People: 
Essays on the Social Context of Planning, London, 






東京都総務局． 1 9 6 0. 「スラムVCPける青少年の実態J1961，「青少
年の態度と欲求」 19 6 1. 「青少年の環境と行動J1 9 6 2, 「流入背少年
実態調査報告」 19 6 3. 「中流階層の青少年問題 j1 9 6 4, 「東京都VCP
ける青少年の社会心理的成熟J1965, 「住み込み勤労青少年生活実態調査J
1 9 6 6. 「中学．高校生の生活構造J1 9 6 7. 「中学．高校生の家庭生活J
1 9 6 8. 「青少年の文化Kついて J1969，「勤労青少年の職場移動」
1 9 7 0. 「青少年の過保護型パーソナリティの形成J1971，「青少年の
非社会性」 19 7 2. 
(40) 念会．成層研究と並んで社会移動の研究についてもふれ左ければをム念い
・が，との点κついては省略し．ただリプセット＝ベンディックスがオークラン
ド市を対象に行った職業移動K関する研究（ S.M.Lipset and R.Bendix, 
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